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000002安心して健康に暮らせる福祉のまちづくり＜保健・福祉＞

平成24年08月24日(金)

こども青少年課

000003次代を担う人づくりプロジェクト

000004少子高齢社会をこころ豊かに暮らせるまちづくり

子どもが健やかに育つ環境づくり

000003子どもが健やかに育つ環境づくり
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	PTXTCOMMENT: 　児童虐待通告に対しては、迅速な対応が求められており、４８時間以内に児童の安否確認を行うこととしている。現状では全ての虐待通告について対応できており、継続管理が必要な事例については、要保護児童対策地域協議会において関係機関と処遇検討を行っている。適切な対応ができるよう、関係機関担当者の資質向上を図るため、年１回研修会を開催している。研修会参加人数は、徐々に増加しているが、目標に達していないので、開催時期や会場について検討が必要である。
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